
























































































































































順位 名詞 回数 順位 名詞 回数
1 子ども 1390 26 市町村 99
2 地域 379 27 居場所 97
3 放課後 311 28 情報 96
4 学校 308 29 学童 95
5 資料 251 30 最後 93
6 事業 250 31 制度 86
7 クラブ 198 32 自治体 85
8 児童 192 33 先生 83
9 状況 189 34 一体 81
10 視点 164 35 取り組み 80
11 職員 153 36 民間 79
12 部分 152 37 ニーズ 78
13 課題 141 37 現状 78
14 社会 138 39 資格 77
15 基準 136 40 人材 76
16 遊び 130 40 対象 76
17 小学校 128 42 高学年 75
17 場所 128 42 年度 75
19 内容 126 44 環境 73
20 家庭 120 45 教室 71
21 権利 119 46 方向 69
22 基本 107 47 最初 67
23 あり方 104 48 論点 66
24 自分 102 49 大人 64
25 現場 101 50 条約 62
表１　名詞の頻出度：議事録（上位50位）
順位 名詞 回数 順位 名詞 回数
1 子ども 122 25 役割 9
2 児童 32 27 方法 8
3 放課後 31 28 資格 7
4 視点 28 28 資質 7
5 地域 27 28 主体性 7
6 事業 24 28 女性 7
7 学校 23 28 条約 7
8 社会 21 28 職員 7
9 あり方 18 28 知識 7
10 権利 18 28 民間 7
10 遊び 18 36 レクリエーション 6
12 家庭 16 36 一体 6
12 課題 16 36 環境 6
12 基本 16 36 関わり 6
15 状況 15 36 空間 6
15 内容 15 36 自主 6
17 観点 12 36 取組 6
17 主体 12 36 受け皿 6
17 理念 12 36 小学校 6
20 最善 11 36 年齢 6
20 対象 11 46 ニーズ 5
20 利益 11 46 委員 5
23 情報 10 46 概念 5
23 福祉 10 46 格差 5















































































































































































（２） Osgood, C.E. “The Representational Model and Relevant Research Methods” I. de S. Pooled. 
Trends in Content Analysis Urbana, IL: University of Illinois Press, 1959, 33-88.
（３） Danowski, J. A. “Network Analysis of Message Content” W. D.Richards Jr. & G. A. Barnett eds. 








































































志によるところが大きい。特に、嶋村はPlay Wales & Bob Hughesによる “The First Claim…a 
framework for playwork quality assessment”（邦題：プレイワーク　子どもの遊びに関わる大
人の自己評価）訳者として、そしてプレイワーカーとしても多くを担っている。また、プレイワ
ーク研究会編「子どもの放課後にかかわる人のＱ＆Ａ50」学文社，2017．に多くの示唆がある。
５） W.H.O.（世界保健機関）の憲章の前文（Health is a state of complete physical, mental and 

































18） 多次元尺度構成法（MDS:Multi Dimensional Scaling）は多変量解析の一手法であり、出現パタ
ーンの近似した語の組み合わせを探索する手段のひとつである。樋口耕一「社会調査のための
計量テキスト分析」ナカニシヤ出版，2014, p.154．
19） クラスターの分割数は任意である。階層クラスター分析は、近いものから順番にくくる方法を
とっている。あらかじめクラスター数を決める必要がないことが最大の長所である。結果とし
て出力される樹形図から、分類の過程でできるクラスターがどのように結合されるか視覚的に
構造化することができる。樋口耕一「社会調査のための計量テキスト分析」ナカニシヤ出版，
2014, p.143．また、個々のデータの非類似度を「距離」として表現し、距離の近いデータ同
志をまとめてクラスター（グループ）化を作って行く。小林雄一郎「Ｒによるやさしいテキス
トマイニング」オーム社，2017, p.174．
20） 増田　正「地方議会の会議録に関するテキストマイニング分析－高崎市議会を事例として」地
方政策研究（高崎経済大学地方政策学会）15（１），2012, p.28．
21） 注釈の（注２）ならびに（注４）と同じ。
22） https://www.cao.go.jp/bunken-suishin/doc/09ikkatsu-gaiyoukouhu.pdf　執筆時点でリンクの
有効性を確認できている。
̶ 31 ̶
